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●
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上

問　

行
田
市
第
６
次
総
合
振

興
計
画
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

率
を
現
状
値
20
・
２
％
か
ら

令
和
12
年
度
に
は
27
・
６
％

と
す
る
目
標
を
定
め
た
。
こ

の
現
状
値
は
第
５
次
総
合
振

興
計
画
の
平
成
27
年
度
目
標

値
に
す
ぎ
ず
、
県
内
40
市
中

30
位
と
な
っ
て
い
る
。
新
ご

み
処
理
施
設
稼
働
時
に
は
何

％
と
な
る
の
か
。

　
　

新
た
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
剪
定
枝
を
資
源
化
す
る
こ

と
で
、
現
状
値
か
ら
４
・
６

％
の
増
加
を
見
込
む
。
こ
れ

に
加
え
、
生
ご
み
処
理
機
器

購
入
費
補
助
等
の
事
業
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

　
　

そ
れ
だ
け
で
は
、
令
和

12
年
度
目
標
値
27
・
６
％
に
、

約
３
％
不
足
し
て
い
る
が
。

　
　

食
品
ロ
ス
の
削
減
、
過

剰
包
装
の
抑
制
や
資
源
物
の

店
頭
回
収
の
促
進
な
ど
、
排

出
抑
制
と
資
源
化
、
新
た
な

施
策
等
を
組
み
合
わ
せ
、
目

標
値
達
成
に
つ
な
げ
て
い
く
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分

別
・
資
源
化

　
　

現
行
の
ご
み
処
理
基
本

計
画
で
、
市
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
資
源
物
と
し
て
お

り
、
国
も
資
源
化
を
目
指
し
、

市
町
村
の
一
括
回
収
に
向
か

っ
て
い
る
。
基
本
構
想
で
は
、

暫
定
的
に
、
資
源
化
で
は
な

く
燃
や
す
こ
と
と
し
た
が
、

消
極
的
で
は
な
い
か
。

　
　

国
の
方
針
で
は
、
具
体

的
な
処
理
方
法
等
が
ま
だ
明

確
で
な
い
た
め
、
基
本
構
想

で
は
暫
定
的
に
燃
や
し
て
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
電
に
活
用

す
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
、

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

●
剪
定
枝
の
資
源
化

　
　

剪
定
枝
の
堆
肥
化
施
設

を
整
備
し
た
場
合
、
事
業
費

は
、
20
年
間
で
２
億
７
千
万

円
増
額
と
な
る
が
、
自
前
で

施
設
を
持
つ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　

施
設
の
整
備
に
よ
り
、

継
続
的
に
安
定
し
た
処
理
が

可
能
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

循
環
型
社
会
の
形
成
と

ご
み
処
理
基
本
構
想
に
つ
い
て

村	

田	

秀	

夫
（
日
本
共
産
党
）

　
　

行
田
市
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
に
お
い
て
、
災
害
等

に
対
す
る
脆
弱
性
へ
の
対
応

で
無
電
柱
化
の
必
要
性
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
で
は
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る

の
か
。

　
　

同
計
画
に
お
け
る
電
柱

へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
無
電
柱
化
の
予
定
は

な
い
が
、
地
震
や
台
風
な
ど

大
規
模
自
然
災
害
で
は
電
柱

の
倒
壊
に
よ
り
道
路
が
閉
塞

さ
れ
、
避
難
所
へ
の
ア
ク
セ

ス
や
緊
急
輸
送
の
支
障
と
な

る
た
め
、
防
災
対
策
と
し
て

一
定
の
効
果
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
無
電
柱
化
に
向

け
て
は
課
題
が
多
く
、
引
き

続
き
、
国
や
県
、
事
業
者
の

動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に

先
進
市
の
事
例
な
ど
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
。

　
　

行
田
市
建
築
物
耐
震
改

修
促
進
計
画
に
お
い
て
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
防
止
の
対

応
で
、
安
心
・
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

改
修
に
県
と
協
働
し
て
補
助

制
度
を
設
け
る
と
の
記
載
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
か
。

　
　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

３
月
末
に
改
定
し
た
同
計
画

で
は
、
地
震
時
に
倒
壊
の
恐

れ
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に

対
し
て
、
市
は
県
と
適
切
な

役
割
分
担
の
も
と
、
安
全
性

向
上
の
た
め
、
補
助
制
度
の

創
設
や
啓
発
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
る
。
本
市
で
は

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
点
検
票
を

市
役
所
及
び
公
民
館
に
お
い

て
配
布
し
、
鉄
筋
探
査
機
の

無
料
貸
出
し
を
行
う
な
ど
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
所
有
者
が

自
身
で
点
検
を
行
い
危
険
と

思
わ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に

つ
い
て
は
必
要
な
対
策
を
講

じ
て
い
た
だ
く
よ
う
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
、
市
報
等
で
周

知
し
て
い
る
。
今
後
、
国
、

県
の
動
向
を
踏
ま
え
補
助
制

度
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
。

防
災
・
避
難
時
の
障
害
に

つ
い
て

髙	

澤	

克	

芳
（
み
ら
い
）	

問

問

問

問

問問

答

答

答

答

答

答

　
　

小
学
校
16
校
と
中
学
校

８
校
で
消
毒
作
業
ス
タ
ッ
フ

が
削
減
さ
れ
た
。
ま
た
、
南

河
原
支
所
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
み
ず
し
ろ
、
環
境
セ
ン

タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
粗

大
ご
み
処
理
場
の
清
掃
費
用

も
縮
小
さ
れ
て
い
る
。
現
在

の
状
況
で
感
染
対
策
費
を
削

減
し
て
よ
い
の
か
。

　
　

児
童
・
生
徒
の
手
洗
い

や
マ
ス
ク
の
着
用
と
い
っ
た

基
本
的
な
対
策
が
効
果
的
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
は
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を

し
な
い
こ
と
と
し
た
。
先
生

方
に
は
手
洗
い
等
の
指
導
を

優
先
し
、
消
毒
は
過
度
な
負

担
と
な
ら
な
い
範
囲
で
お
願

い
し
て
い
る
。

　
　

道
路
の
補
修
改
修
予
算

は
十
分
と
言
え
る
の
か
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
通
り
、
老
人

施
設
も
あ
る
非
常
に
重
要
な

場
所
で
、
昨
年
度
ま
で
継
続

実
施
し
て
い
た
幹
線
道
路
整

備
事
業
が
本
年
度
、
工
事
途

中
で
中
断
し
て
い
る
。
市
長

が
掲
げ
る
「
住
ん
で
み
た
い
」

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
の
重

点
目
標
の
予
算
が
削
減
さ
れ

る
一
方
で
、
緊
急
性
が
な
く

古
い
建
物
を
改
修
す
る
等
の

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
」

を
継
続
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

生
活
基
盤
の
維
持
に
必

要
な
予
算
は
重
点
的
に
措
置

し
て
い
る
。

　
　

見
沼
中
学
校
を
は
じ
め

中
学
生
の
減
少
も
喫
緊
の
課

題
だ
。
市
内
を
東
西
南
北
に

分
け
る
と
い
う
当
初
計
画
に

と
ら
わ
れ
ず
、
学
校
配
置
計

画
を
見
直
す
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

適
正
な
配
置
と
な
る
よ

う
考
慮
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
進
め
た
い
。

　
　

新
ご
み
処
理
施
設
の
計

画
は
す
で
に
用
地
が
あ
る
た

め
、
稼
働
に
向
け
最
短
で
７

年
と
聞
く
が
、
そ
れ
以
上
に

遅
れ
る
要
因
は
な
い
か
。

　
　

現
施
設
の
老
朽
化
を
踏

ま
え
、
早
期
整
備
に
努
め
る
。

コ
ロ
ナ
下
、
重
要
度
・
緊
急
度

に
応
じ
た
資
源
配
分
を

細
谷	

美
恵
子
（
発
言
と
行
動
す
る
会
）

問問

問問

答

答答答




